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　「読んだらわかる」を作る
　　　　　→動機から探究につながった経緯がわかる

　　　　　→リサーチクエスチョンと手法のつながりがわかる

　　　　　→意義や成果をどう見いだしたかがわかる

第10回高校生国際シンポジウム書類審査講評より引用



自分達の探究の穴はどこにあったか。

発表では見えてこない深部を追究する。
探究の見直し

これからの探究活動

高２・高３

研究要綱をチームごとに作成

1.研究背景
2.研究目的・意義
3.研究方法
4.結果・考察
5.結論および今後の展望

これまでの探究



高２時点の目標＝５０％完成

1.研究背景 2.研究目的 3.研究方法 4.結果考察 5.結論展望

マクロ型

ミクロ型



研究要綱の書き方

→書き方詳細は
　クラスルームへ
 （注意事項は紙）

Ａ４で２枚～４枚



課題研究メソッドを使おう
ページ 章/節 題目 コメント

P.128 第4章　4 これからの展望を考えよう ときどき原点を振り返ろう

P.137 第5章　2-3 研究要綱の構成 スライドと同じなので参考程度

P.138-140 第5章　2-4 研究論文・研究要綱を書くポイント 何をどう書くか大事なことがたくさん

P.153-156 第5章　5 英文要綱・論文の作成 Abstractの執筆に必要

P.169-170 資料　3-1 文章を書くポイント

「読んだらわかる」を作るために

必要なポイントが盛りだくさんなので、

絶対に参照する

P.174-177 資料　4 引用文献・参考文献の書き方
ここが大事なことはよく分かっているはず

よく確認しながら書き進めよう



研究要綱作成におけるAI活用の視点
1. 研究の価値は「プロセス」にこそ宿る。

「誰にでも書ける平均的で論理的に整った言葉」よりも、

「あなただけの経験」こそが、研究に社会的な価値を与える。

2. 「借り物の言葉」で自らの研究の価値を貶めない。

要綱に書かれた内容はすべて自分の言葉で、腹落ちした状態で

説明できなければならない。

3. 「メタな視点」をもち、「思考の主導権」を握る。

深い思考を繰り返し、自分の研究を一段高い場所から見つめ直す

ことで、これまでの経験が将来につながる力になる。



AIを代筆者ではなく、コーチにするために
【START】　AIに聞く前に自身に問いかける。

ポスターで削ぎ落とされた、「試行錯誤のプロセス」を書き出す。

一番伝えたいことを軸に「研究の文脈」を予め言語化をしておく。

【PROCESS】　AIを自分にとっての「コーチ」にする。

丸投げの依頼ではなく、「問い」を投げ続ける。

建設的な批判をAIに返すことで、思考の主導権を握る。

【GOAL】 　「納得の答え」への最終調整をする。

音読してチェックし、自分の言葉として腹落ちしているか確認する。

指導の先生との対話の中でブラッシュアップを重ねる。


